










0) 標準的なBrownian Motionモデル 
・形質進化をBrownian Motionモデル(BM)で表現 
・極端な進化は表現できない 
【提案手法：BSDSモデル(Ohkubo et al. under review)】 
・拡張2)のEPモデルを解析 
• ある系統樹 上で祖先種 子孫種 への進化がEPモデルに従うとき、形質分布は下記を満たす
 -(1) 
 -(2) 
• : 直接の祖先種状態を返す関数、 : 祖先種 子孫種 までの枝の長さ、 : 進化率 、 淘汰の強さ(0 < k < 1は負, k = 1は酔歩, k > 1 正の淘汰) 
⇨近似ベイズなしに尤度計算が可能に 
【結果：既存法との比較】 































Comparison of posterior predictive distributions
k = 1.00
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